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SGH課題研究中間発表会＠宇大
11月3日（文化の日）、宇都宮大学の「秋季オープンキャンパス」の日に、「SGH課題研究中間発表会」

を実施しました。宇都宮大学の全面的な協力のもと、高校1年生全員（３２班）がオープンキャン

パスに参加した後、課題研究のテーマ別に１４の分科会に分かれ、これまで取り組んできたフィールドワ

ークや課題研究の成果を大学教員及び大学生等（裏面参照）の前で発表しました。それぞれの専門分野の

研究者から直接ご指導をいただくことで、課題を明確にし、研究の質を高めることを目的とした取組です。

大学のゼミでのプレゼン風景

・「大学教授の前

でプレゼンす

るなんて、と

ても緊張しま

す！」という

声も少なくあ

りませんでし

た。

・実際、かなり緊張していました。しかし、全員が

協力して最後まで頑張ってやり遂げました。

大学教員・学生との質疑応答

・第一線の研究

者から、改善

点や新しい視

点の教示など

貴重なアドバ

イスを直接頂

くことができ

ました。

・厳しい指摘や温かいご指導が、今後の研究への大

きな励みとなりました。

当日の日程

11:00 佐野高校集合（→バスで移動）

12:10 宇都宮大学着、国際学部の松金先生の挨拶

12:50～ 14:20 ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ授業見学①

14:30～ 16:00 ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ授業見学②

16:10～ 17:40 SGH課題研究中間発表会

→ 14分科会でゼミ形式の発表会

18:00 宇都宮大学発（→バスで移動）

19:10 佐野高校着、解散

中間発表会を行って

・プレゼン内容について、生徒たちはルーブリック（裏面参照）を使って相互

評価を行いました。大学教員や大学生、大学院生にもルーブリックを用いて

定量的な評価をして頂きました。

・中間発表会で他の班のプレゼンを聴くと、自分たちのテーマと異なっても、

追究方法や プレゼンの方法が参考になります。自分たちの取組が他のテー

マとつながっているという視点を忘れないためにも、他の班のプレゼンを聴

く中間発表会は有効でした。

生徒の感想から

・最初に設定したテーマと調べてきたものとのズレがあることが分かりました。これまで調べてきて、情報

はたくさん集まっているので、今後はそれを活かせるように、内容を詰めていきたいです。

・フィールドワークをしたものの、「こんな事をしていたんだ。」という程度で終わってしまっていたような

気がするので、事前に詳しく調べておくべきだったと思います。

・方向性(企画)は問題ないので、あとは研究を進めていくだけだと思います。

・パワーポイントを全体的に作り直す。 追加情報を得るため、もう一度聞き取り調査を行う。

プレゼンの直前

・まだオープンキ

ャンパスの時間

のうちから、メ

ンバーが集まっ

て、プレゼンの

練習を一生懸命

行っている班も

ありました。



分科会 班 領　　域 テーマ（内容） 会場

地域デザイン学部 3 ①公害や災害からの復興 災害からの復興と地域コミュニティー

コミュニティデザイン学科 26 ⑥人権・教育・文化 ２０２０年に向けて、地域で日本文化をどうアピールするか

地域デザイン学部

コミュニティデザイン学科 19 ④環境と経済・法律 ラーメン、イモフライに続く第３の名産品の開発

22 ④環境と経済・法律 イモフライによる経済効果

農学部 15 ③食料・エネルギー・水 耕作放棄地再生活動

里山科学センター

工学部 23 ⑤まちづくり・コミュニティ 佐野市を交通網から活性化させる

建設学科 25 ⑤まちづくり・コミュニティ 景観形成によるまちづくり

国際学部 1 ①公害や災害からの復興 過去から学ぶ！～被災者の現状に対する対策～

国際社会学科

21 ④環境と経済・法律 地域のゴミ問題を考える

国際学部

国際社会学科 20 ④環境と経済・法律 地域に役立つ小水力発電

国際学部 13 ③食料・エネルギー・水 佐野発、新エネルギー

国際社会学科 16 ③食料・エネルギー・水 ハラールフードの提供によるグローバル化の推進

国際学部 24 ⑤まちづくり・コミュニティ 栃木に人を集めるための提案

国際文化学科 31 ⑥人権・教育・文化 方言を使った地域活性化

国際学部 2 ①公害や災害からの復興 関東東北豪雨からの復興

国際社会学科 4 ①公害や災害からの復興 関東東北豪雨からの復興

32 ⑥人権・教育・文化 真の国際人になるための英語教育の提言～アジア各国との比較から～

国際学部 14 ③食料・エネルギー・水 佐野の名産品を世界に

国際交流センター 17 ④環境と経済・法律 仮想水から考えるグローバル化

27 ⑥人権・教育・文化 論語からグローバル化への提言

Ｋ 教育学部　英語学 天沼　実先生 29 ⑥人権・教育・文化 小学校の英語教育からグローバル化を目指す ４Ｂ４７

教育学部 28 ⑥人権・教育・文化 世界の教育制度から日本の教育を考える

教育学研究科 30 ⑥人権・教育・文化 校則から考えるグローバル教育

農学部

農業環境工学科 6 ②自然・生命 佐野市はなぜ地下水を飲み水として使っているのか

農学部 7 ②自然・生命 里山の素晴らしさを世界に伝えよう

森林科学科 8 ②自然・生命 足尾鉱毒が動植物に与えた影響
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③食料・エネルギー・水 太陽光発電は本当に持続可能か

大澤和敏先生

古村　学先生

5 ②自然・生命 佐野の湧水、菊沢川の自然

農村フットパスによる地域活性化

大久保達弘先生

12 ③食料・エネルギー・水 佐野の水は本当に名水？

湯本浩之先生

小野瀬善行先生

10

栗原俊輔先生

松尾昌樹先生

佐々木一隆先生

③食料・エネルギー・水 佐野の水による地域活性化

高橋若菜先生

11

大森玲子先生

高橋俊守先生

長田哲平先生

18 ④環境と経済・法律

課題研究中間発表会・担当教員一覧（１１月３日　宇都宮大学）
担当教員の所属・氏名

9 ③食料・エネルギー・水 佐野ラーメンで他地域の結びつきを活性化する

若園雄志郎先生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○中間発表の評価に使用したルーブリック 
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